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目的意識をもって自ら次の活動を選択・決定する児童生徒の育成 

―探究的な学習における次の小単元につながる場面に着目して― 

 

探究的な学び研究会議 

石井 穣１   小野 友香理２   佐藤 貴博３   大堀 良４   戸沼 雄介５   

    
令和元年に公表された「OECD ラーニング・コンパス 2030」において、児童生徒が目的意識を働

かせ、未知なる環境の中を自力で歩みを進め、自ら進むべき方向を見いだすことの重要性が示さ

れた。また、令和６年の「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について(諮問)」に

おいては、変化の激しい時代を生きる上で重要なこととして「自らの人生を舵取りする力を身に

付けること」が挙げられている。このような中、総合的な学習の時間における活動への参加や意

思決定の実態を知るために研究員が所属する学級においてアンケート調査を行ったところ、その

結果から約４割の児童生徒において、より意思決定に参画できるようにする必要があることがみ

えてきた。そこで本研究会議では「目的意識をもって自ら次の活動を選択・決定する児童生徒」

の育成を目指すこととした。   

「中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総合的な学習の時間編」では、問題解決的な学

習活動を「発展的に繰り返していく過程を重視してきた」と示されている。また、「総合的な学習

の時間では（中略），生徒の学習活動が主体的に連続していくように，適宜，可能な指導や支援を

想定し，授業を実施する」とも示されていることから、探究的な学習における次の小単元につな

がる場面に焦点化して研究を進めることとした。 

検証については、自己調整学習の理論を基に手立てを設定し、二つの時期に分けて行った。検

証２期では１期の分析を踏まえ、手立てを「教師が行う揺さぶり」、「児童生徒が行うそれまでの

活動の振り返り」、「児童生徒が行う活動の見通しと調整」とした。また、これらの三つを視点と

して、児童生徒の思考の流れを教師が見取り、探究的な学習のプロセスと次のプロセスのつなが

りを見通すための「小単元間構想シート」を作成した。これを活用して授業を構想し、実践する

ことで、各校で設定した目指す児童生徒の具体的な姿が見られるかを検証した。 

検証授業を通して、「目的意識をもって自ら次の活動を選択・決定する児童生徒」における三つ

の側面、「目的に向けて活動を振り返る姿」、「目的意識をもっている姿」、「次の活動を決定してい

る姿」のそれぞれを見取ることができた。「小単元間構想シート」を使った授業構想・実践は、自

ら次の活動を選択・決定する児童生徒の育成に効果的であったと考える。 

キーワード：探究、総合的な学習の時間、目的意識、「小単元間構想シート」 
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ように授業や単元を構想すること、課題の設定からまとめ・表現に至

る一連の学習過程を発展的に繰り返していく単元（図５）を構想する

ことの二点を課題として報告している10。 

（２）主題・副主題の設定 

こうした研究の背景、本市の現状、先行研究から見いだされた課題

を踏まえ、本研究会議では「目的意識をもって自ら次の活動を選択・

決定する児童生徒」を目指す姿として設定する。「目的意識をもって」

と表現したのは、目的と うゴールに向かう過程において活動の方向性として立てられるものが目標

である11との考えから、児童生徒が自ら次の活動や活動の方向性（目標）を選択・決定する際に、目的

を自覚している状態を目指すという意図がある。また、先行研究で指摘された、課題の設定からまと

め・表現に至る一連の学習過程を発展的に繰り返していくことの重要性に関しては、「中学校学習指導

要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編」（以下、「解説」と表記）の中でも、「これまでも，

総合的な学習の時間においては，学習したことをまとめて表現し，そこからまた新たな課題を見付け，

更なる問題の解決を始めるといった学習活動を発展的に繰り返していく過程を重視してきた」12、「生

徒の学習活動が主体的に連続していくように，適宜，可能な指導や支援を想定し，授業を実施する」13

と示されている。これらのことから探究的な学習における次の小単元につながる場面14（以下、小単元

間とする）に焦点化して研究を進めることとし、研究主題と副主題を次のように設定した。 

 

 

 

Ⅱ 研究の内容 
１ 検証１期の研究構想  

（１）自己調整学習の理論の援用 

①我が国における学びの自己調整の位置付け 

 「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等

について（答申）」においては、評価に関して「『主体的に学習に取り組む態度』については、（中略）

子供たちが自ら学習の目標を持ち、進め方を見直しながら学習を進め、その過程を評価して新たな学

習につなげるといった、学習に関する自己調整を行いながら、粘り強く知識・技能を獲得したり思考・

判断・表現しようとしたりしているかどうかという、意思的な側面を捉えて評価することが求められ

る」15と説明されている。また、「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実に関する参考資料」においては、「『学びに向かう力、人間性等』の育成は（中略）学

習の目標や教材について理解し、計画を立て、見通しをもって学習し、その過程や達成状況を評価し

 
10 山城祥二「子どもが『～したい』という思いや願いをもって主体的に探究活動に取り組む姿を目指した単元づくり」 令和５年度

研究紀要第37号 川崎市総合教育センター p.148 
11 新村出編『広辞苑 第六版』2008 年 岩波書店 p.2783 
12 文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合的な学習の時間編』2017年 p.106 
13 前掲書12 p.102 
14 「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程は順番が前後することや、一つの活動の中に複数のプロセス

が一体化して同時に行われる場合もあることが、「解説」に示されている。それを踏まえて、本研究で着目する「次の小単元につ
ながる場面」については、単元構成によっては「まとめ・表現」の一部である場合や、「まとめ・表現」と「課題設定」が一体と
なって行われる場合など、様々な過程が内在していることを視野に入れて研究を進めていく。 

15 中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について 
（答申）」 2016年 p.62 

目的意識をもって自ら次の活動を選択・決定する児童生徒の育成 
－探究的な学習における次の小単元につながる場面に着目して－ 

図５ 探究的な学習における生徒の学習の姿 
（中学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編） 
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標についての確認を行ったのちに、「野菜博士になる」という単元全体の目的意識や小単元３の目標に

ついて加筆する「更新」を行った。教室内に掲示しておくことで、それまでの既習の教材に加え、単

元ロードマップに記載された学習内容の流れを何度も確認しながら、図14の思考ツールに自身の考え

をまとめる姿が見られた。 

（３）検証１期の分析 

前述の考察のように、表２に示した児童生徒の姿を見取ることができたことから、それぞれの手立

ての有効性が見えた一方で、次のような視点で研究を見直す必要があると考えた。 

一つ目は、「児童生徒の思考の揺さぶり」と「次の活動についての思考の促し」の二つの手立てによ

って育成を目指す姿が重複していた点である。「～したい」という欲求的な側面と、「～しなくては」

という意志的な側面は明確な区別が難しく、それぞれの側面を意識した手立てを行ったところで、欲

求的な側面と意思的な側面のどちらが影響を受けたのかについて検証するのは困難であった。このこ

とから二つの側面を一体的に捉えて、手立てを再考する必要があると考えた。 

二つ目は、単元ロードマップに当初想定していた以上の役割が期待できた点である。１期において

は、児童生徒が先の活動を鮮明に思い描く、つまり次の活動を選択・決定するための手立てとして設

定した。しかし二校の実践で図10や図15の単元ロードマップは、「先の活動を見通す材料」としての役

割に加え、「これまでの学習を振り返る材料」としての役割も担っており、二つの役割は次の活動を選

択・決定することに効果的であった。このことから、ロードマップの役割を再考し、「活動を見通すこ

と」と「学習を振り返ること」の二つの役割を意識した手立てを設定することが効果的だと考えた。 

三つ目は、児童生徒の思考の流れを見取り、意図的に学習活動を設定することが不可欠だった点で

ある。Ｂ小学校の実践のように、それまでの児童生徒の思いや思考の流れを見取り、児童生徒が必要

感をもって活動に臨むことができるように、教師が意図的に学習活動を設定することが、自ら次の活

動を選択・決定する児童生徒の育成には不可欠であると考えた。このことから検証２期においては、

目指す児童生徒の育成に向けて、児童生徒の見取りを土台にした授業を構想する必要があると考えた。 

 

３ 検証２期の研究の方向性  

（１）研究構想の再検討 

 上記の検証１期の分析を踏まえ、目指す児童生徒の育成に向けて、児童生徒の見取りを土台にして

教師が小単元間の学びのつながりを見通し、適切に小単元間の授業を構想することができるように、

手立てについて再検討した。 

（２）目指す児童生徒の姿の更なる具体化  

児童生徒の見取りを土台にして教師が意図的に行う授業を構想するに当たって、「探究学習と自己

調整学習の対応」（図６）を基に本研究で目指す姿の更なる具体化を行った。「課題の設定」、「情報の

収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」の一連の学習活動が発展的に繰り返されていく探究的な学習

活動の小単元間において、次の課題を設定する、つまり次の活動の方向性や活動内容を見通し決めて

いく際には、一つ前の小単元の予見段階において抱いた目的意識や方向性に即して、遂行コントロー

ル段階で行った活動を振り返る省察が不可欠であると考えた。そこで、「目的意識をもって自ら次の活

動を選択・決定する姿」を、「目的に向けて活動を振り返る姿」、「目的意識をもっている姿」、「次の活

動を決定している姿」の三つの視点で具体化した。具体的な目指す姿を想定するに当たっては、児童

生徒の発達の段階や実態、単元構成に応じて具体の姿は異なるとの考えから各校の実践ごとに具体の

姿を三つの視点で設定することとした。 
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（３）「小単元間構想シート」を活用した授業構想 

 （１）（２）を踏まえ

て、小単元間における

授業を構想するため

の「小単元間構想シー

ト」を研究会議で作成

し、これを活用して授

業を構想することと

した（図16）。授業者が

このシートを活用す

るに当たっては、下段に現状の姿（現在学習を進めている小単元での姿）の見取りを記入する。上段

には現状の姿や単元全体で目指す姿を踏まえて次の小単元のはじめにおいて実現を目指す姿の具体を

記入する。それらを基に具体的な手立てを設定し、中段に記入する。このようにして、児童生徒の思

考の流れを見取った上で意図的に学習活動を設定することができるようにした。なお、具体的な手立

ては、１期の検証・分析の結果を踏まえて２期で改めて整理した手立ての視点を基に（図17）、児童生

徒の実態や単元構成に応じて設定し

た。また、複数の手立てを一体的に講

じることで目指す姿の育成につなが

るとの考えから、図16において具体

的な手立ては区分けのない一つの枠

に記入することとした。 

 「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」26や「解説」27では、課題設定の場面にお

いて児童生徒が違和感、必要感、矛盾、憧れ、可能性、疑問、驚きを抱くことの重要性について説明

している。またそれによって、設定される課題が児童生徒にとってより身に迫った切実感のあるもの

になることや、課題意識を高め、その後の息の長い探究的な学習活動の原動力となるということが示

されている。違和感、必要感、矛盾、憧れ、可能性、疑問、驚きは並列関係ではなく、順序性や階層

性があると考えられるが、探究的な学習活動においては小単元が進むと目的意識の高まりやそれに伴

う目標の修正などがあり、各小単元間で揺さぶられている状態も変わってくるため、本研究ではあえ

てさまざまな段階のものを含めて「揺さぶられた状態」として定義することとする。 

（４）研究の対象 

 検証２期ではＡ小学校６年生30名、Ｂ小学校２年生31名、Ｃ中学校２年生42名、Ｄ中学校２年生35

名の児童生徒を対象として、総合的な学習の時間及び生活科の授業において、検証を行った。 

（５）検証の視点と方法 

 検証２期においては、各実践に応じて小単元間構想シートを活用して授業を構想した。設定した一

連の具体的な手立ての結果、小単元間構想シートに記した三つの視点での目指す姿を見取ることがで

きたかを検証する。検証の方法としては、授業中における発言や活動状況、ワークシートの記述、聞

き取り調査への回答等を分析した。 

 
26 前掲書 24 pp.24-29 
27 前掲書 12 pp.110-111 

図 16 小単元間構想シート（右上）と手立ての視点  ※小単元２と小単元３の間の場合の例 

図 17 検証２期における手立ての視点 
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参考にしつつ、友達と関わりをもちながら新聞紙の巻き方や輪ゴムの数な

どを工夫し、自作の弓矢を作ることができた。また、作っては遊んで試す

場である「おもちゃラボ」（図24）で友達の遊ぶ様子を見ながら繰り返し試

して遊ぶことで、もっと遠くへ飛ばしたいという思いを抱き、弓矢をさら

に改善しようと活動に没頭する様子を見取ることができた。 

児童Ｂは友達の様子を見て、車を作りたいという思いをもっ

ていた。車輪の仕組みを作ろうとするも、上手く作ることがで

きなかったが、図23の掲示物にある友達の作品の写真を参考に

しながら試行錯誤を続け、納得のいく作品を作ることができた

（図25）。活動の見通しの可視化を基に、１年生のために速い車

を作りたいという目的意識が没頭して思考錯誤を続ける原動力

になったと考える（図26）。 

児童Ｃは招待する１年生に楽しんでもらいたいという思いを

もち、自分たちが昨年招待してもらって楽しんだ魚釣りのおも

ちゃに工夫を加えて「磁石の力で動く魚を釣るおもちゃ」を作

り始めた。そしておもちゃラボで試行錯誤を繰り返した結果、

児童Ｃは友達が作っていた弓矢や船のおもちゃに興味をもち、

友達のアイデアを参考にして（図27）「動く船に的をつけて弓矢

で打つおもちゃ」を思いつき、活動の方向性を修正した。振り

返りワークシートの裏面に児童Ｃが描いた設計図からは、活動

の見通しをもとうとしている様子に加え、当初のイメージだっ

た魚のアイデアを生かして、「海の生き物でレベルを表す」とい

うように発展させている様子を見取ることができた（図28）。 

授業の終了時刻には「もっとやりたい」という声が聞こえ、

活動を続けようとする児童が多く、学級全体として没頭して作

業に取り組む様子を見取ることができた。これは、児童がどの

ような遊びをするのかを教師が想定し、児童の「～したい」「～

なおもちゃを作りたい」という思いや憧れが生まれるように環

境設定をしたことが関係していると考える。例えば、おもちゃ

ラボでは坂道を用意したことで、「どちらの車が早く坂を下るこ

とができるか」といった遊びが生まれ、重さやタイヤの数につ

いての試行錯誤が生まれて た。また、廊下にゴムプールを用

意したことで、水に浮かぶおもちゃの素材や重さ、重心についての試行錯誤が生まれていた。さらに、

児童が困り感を抱いた時のことを想定して、児童が自ら解決策を考え、試行錯誤を続けることができ

るような環境設定をしたことも、没頭した姿に関係しているといえる。図23や図26のように他の児童

の手本になるような技や気付きを可視化し、随時更新したことで、困り感を抱いた児童はそこからヒ

ントを得ることができ、自身の活動の参考にすることができたことを授業後の振り返りに記入してい

る児童も見られた。このように、試行錯誤を生み出し、持続させる様々な環境を設定したことで、児

童が図22の小単元間構想に示した「～だったから」「～したいから」「～しよう」という思考の流れを

繰り返し、次の活動を連続的に決定することができたのだと考える。 

図 24 おもちゃラボ（一部） 

図 26 活動の見通しの可視化 

図 28 児童Ｃが書いた設計図 

図 27 児童Ｃの事後アンケート記述 

図 25 児童Ｂの事後アンケート記述 














